
防コミの歩き方たずね歩き消防団
●地区の特性
摩耶防災福祉コミュニティは平成10年

12月に結成され、摩耶小学校区において
活動しています。同校区は灘区の西北に位
置し、阪急電鉄神戸線から市道山麓線に至
る傾斜地に住宅が立ち並んでいます。古く
から地域のつながりが強いことで知られ、
人情が溢れる町です。一方、住居が密集し
ており、路地も狭いため、火災発生時の
延焼危険に対して住民は危機感を抱いてい
ます。また、地区の一部が土砂災害警戒
区域に含まれているため、豪雨時の土砂災
害に対しても警戒感が高まっています。
●自分たちで何ができるか話し合う
このような状況のなか、摩耶防災福祉コ

ミュニティでは、昨年度より災害発生に備
えて、定期的にワークショップを開催して
います。「自分たちができること、あるい
はやるべきことは？」とのテーマを掲げ、避
難する際の課題や災害発生直後における避
難所の運営など、行政の手が届くまでの間
に地域住民のみで何ができるかを話し合っ
ています。その中で、参加者からは以下の
ような意見が出ました。
・路地が通れなくなることを考慮し、街
歩きをして危険箇所を確認したい。

・体の弱い人をどのように避難所へ連れ
ていくのか考えよう。

・避難所開設時には名簿を作成し、避難
者の情報などを行政に引き継ぐように
できないか。

また、70代の参加者からは「自分自身が

避難するのに援助が必要かも」といった切
実な訴えも出ました。
●訓練をおこなって確認する
話し合った課題は、実際に訓練をおこ

なって確認します。6月にはＰＴＡの方々に
も声をかけ、誘導ロープや簡易担架、車
椅子を用いて、災害時要援護者の方ととも
に摩耶小学校まで避難する訓練をおこない
ました。その後、消防団の指導による放水
訓練のほか、特別支援学校で経験のある
防コミ委員による、車椅子の取り扱い方法
の説明などもおこなわれました。

●今後も継続してゆく
9月にはさまざまな障がいをもつ方々

や、その家族、関係施設職員と避難の課
題について話し合いました。今後はともに
街を歩き、安全な避難方法を探ります。さ
らに11月には摩耶地区で土砂災害の危険
が高まったという想定のもと、地域住民や
障がい者の方々が摩耶地区外の小学校ま
で避難する訓練もおこなう予定です。この
ように、「話し合い、実践し、確認する」こ
とを繰り返し、災害に強い街づくりを進め
ています。　　　　　　　　  （灘消防署）

８月３日、三木市にある兵庫県広域防災
センターにおいて、第２５回兵庫県消防操
法大会が開催され、神戸市消防団を代表
して兵庫消防団からA・Bの２チームが出場
しました。
平成２５年４月から選手約２０人で訓練に

取り掛かりました。
最初は基礎・規律訓練と選手個々での体

力作りや自主トレーニングから始め、今年
６月からは本番を目標として週に２～３回の
訓練を実施しました。
選手たちは１６カ月の長い訓練期間中に大

きなけがや事故もなく無事大会に臨めました。
大会当日はあいにくの天候で、会場に到

着してすぐに雨粒が落ちてきましたが、訓
練の間でも雨天は経験済みだったので選手
たちはあまり気にはしていない様子でした。
開会式では、１番くじを引いた結果、A

チームの指揮者が「選手宣誓」を堂々とし
てくれました。
さあいよいよスタートです。心地よい緊
張感の中、大声援に励まされました。結果

は９地区１０チーム中、Ａチームが６位・Ｂチー
ムが８位でしたが、選手たちの顔を見てい
ると無事に終えた安堵感と充実感が溢れて
いるようで胸がジンとなりました。皆がそう
いう気持ちであったことと思います。指導
者としては何もできずに選手たちには申し
訳なかったのですが、欲を言えばもう少し
厳しく指導ができていればと思いました。
この貴重な経験で得た知識をこれからの
消防団活動に生かしてもらえればと思います。
全兵庫消防団員と、兵庫消防署職員の

皆さまや、地域の皆さまの熱いご支援に対
して訓練指導者を代表して、感謝を申し上
げます。
（兵庫消防団　本団分団長　後藤浩嗣）

第２５回兵庫県消防操法大会を終えて 自分たちができることは？　～ 摩耶防災福祉コミュニティ ～
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